
防 衛 省 仕 様 書

Ｄ Ｓ Ｐ
野外用通信線（14対ｹｰﾌﾞﾙJW-14） Ｃ ３１０３－１０３B

制定 昭和６０．１２．１１(CABLE,TELEPHONE)
改正 平成２１． ４．１３

この仕様書を使用する場合は，ＤＳＰ Ｃ ３１０３（野外用通信線通則）の最新版と併用しなければならない。

1 総則

この仕様書は，野外用通信線のうち１４対ケーブルＪＷ－１４について規定する。

2 製品に対する要求

2.1 材料

材料は，表１による。

表１－材料

項目 ＤＳＰ Ｃ ３１０３適用条項

導体 2.2.1a)

絶縁体 2.2.2

編組 2.2.5

シース 2.2.6

2.2 構造・寸法・加工法・質量

構造，寸法，加工法及び質量は，表２及び図１による。

表２－構造・寸法・加工法・質量

項目
ＤＳＰ Ｃ ３１０３

外径寸法a） 注記a）

適用条項

導体 2.4.1a) （０．８） １９本／（０．１６ｍｍ）

絶縁体 2.4.2 （１．５） 最小厚さは，０．２７ｍｍ以上であること。

より合わせ 2.4.4b) （３．０）

ケーブル心 2.4.5 介在物は，必要な場合挿入する。層間にプラスチ

ックテープの粗巻きを施すこと。

補強層 2.4.8 素線径 （０．４ｍｍ）

持 数 １本

打 数 ２４打

シース 2.4.9 １５．５±１．０ 平均厚さは，１．０８ｍｍ以上，最小厚さは，０．９６

ｍｍ以上であること。

質量 2.4.11 ６５ｋｇ／２００ｍ以下であること。

注a） 外径寸法及び注記中括弧内の数値は，参考値を示す。



２．

Ｃ ３１０３－１０３Ｂ

対より線

プラスチックテープ

布テープ又はプラスチックテープ

介在物

補強層

シース

図１

番号 線心の色別

① 赤，白（又は自然色）

② 青，白（又は自然色）

③ 赤，青

2.3 性能

性能は，表３による。

表３－性能

項目
ＤＳＰ Ｃ ３１０３

注記

適用条項

導体抵抗 2.5.1 ９８Ω／ｋｍ以下（２０℃）であること。

耐電圧 2.5.2 １．０ＫＶｒｍｓ以上の電圧を１分間印加したとき，異常のないこ

と。

絶縁抵抗 2.5.3 １０ＧΩｋｍ以上であること。

静電容量 2.5.4 平均値５７ｎＦ／ｋｍ以下であること。

静電結合 2.5.5
１００ｐＦ× 以下であること。

減衰量 2.5.6 １．２ｄＢ／ｋｍ以下（１ｋＨｚ）であること。

耐巻付加熱性 2.5.9 ＤＳＰ Ｃ ３１０３（野外用通信線通則）による。

耐低温巻付性 2.5.11 ＤＳＰ Ｃ ３１０３（野外用通信線通則）による。

導通 2.5.16 ＤＳＰ Ｃ ３１０３（野外用通信線通則）による。

原案作成部課等名：装備施設本部 品質管理課
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